
































Influences of Accident Cause Concept(ACC) on traffic behavious
― Proposal of“factual ACC-accident suppression”theory ―
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付　録
「事故原因の統計データを見て」の感想（青森市水道部職員）
スピードの出しすぎが事故の原因だと思っていたが、その割合が比較的少ないのに驚いた。
・スピードの出しすぎが事故原因の多くを占めていると思っていたので、その割合の少なさに驚いた。
スピードの出し過ぎや酒酔い運転が事故の主な原因かと思っていたが、安全確認を一人一人が心がけ
ることで事故が減ることを知った。
・スピードの関係する事故が多いと考えていたが、意外に少なかった。
・スピードの出しすぎが事故原因の多くを占めていると思っていたので、その割合の少なさに驚いた。
いのに驚いた。
・スピードの出しすぎが事故の原因だと思っていたが、割合が比較的少ないのに驚いた。
・大半の事故の原因はスピードの出し過ぎや酒酔い運転等の自己管理の悪さが多いものだと思っていた
が、こうしてみると安全不確認のようなささやかな注意力が足りなかったことが原因で事故が起きて
いる事例が多いことがわかりました。
・思っていたのとは違い驚いたが、確かに身近でよく見かける事故などは認知不足に拠るものだ。ニュ
ースなどでよく報道されるスピード違反はパーセンテージで見ると非常にすくないものだと思った。
・スピードの出しすぎが思ったよりも少なかった。
・新聞等で報道されるスピードの出しすぎ、飲酒運転は大きい事故につながりやすそうだが、件数自体
は全体数からみるとそんなでもないことがわかった。
・思ったよりもスピードの出しすぎによる原因が少なかった。
・事故の原因になるのが脇見等が一番多いとは予想できなかった。
・安全不確認を原因とする事故が半数以上を占めていることに驚いた。
一時停止を含め安全確認が肝要である
・やはり一時停止を含め安全確認については今後も最も気をつけなければならない点の一つだと思った。
・一時停止を守ることで事故を防ぐことができる。
・「一時不停止」が事故の原因として多いので、これからもっと気をつけたいと思った。
・一時不停止が多いことから、「まあいいや」という安易な気持ちが事故につながっていると思った。
確認の重要性を認識した
・運転中の安全確認が事故を少なくするということを認識しました。
・事故原因の大半が安全不確認なので、確認の重要性を改めて感じた。
・何をするにも確認が大事！！
・わき見運転をするな（安全確認を怠るな）。
安全確認というちょっとした動作を怠る人がおおいということがわかった。
見ることが大事だと思った。
わき見等の安全不確認が事故原因の主なものとなっているので、集中して運転しなければと思った
・わき見運転は危険だと思った。
・わき見運転は危険であることを改めて感じた。
・わき見運転（安全不確認）による事故が多い。
・わき見等の安全不確認が事故の主原因となっているので、集中して運転しなければならないと思った。
・漫然とした運転が事故を招く。
・事故原因の多くが認知不全だということがわかった。携帯電話の使用などがこれに含まれると思った。
その他の意見
・なんとなく分かる気がする。
・自分が思っていた通りだった
・運転技術や判断よりも、それ以前の知覚によって決まると思った。
・いつでも事故は起きる。原因は簡単である。
交通事故の原因はやはりスピードと考えられる
・安全不確認（わき見）がトップになっているが、根本的にはスピードの出しすぎによって事故につな
がっているものと思う。予想通りのデータではあったが、全国的な統計はどうなっているのだろうか。
・スピードが直接的な原因だと思う。これに付加的要素がからんでくるのでは。
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